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1. GSEF2016 モントリオール国際会議の様子 (GSEF=Global Social Economy Forum) 

(1) 概要 (メモ、 σSEF News/etter 2016 Au g.- Sept.などから)

o 2016 年 9 月 6 日 '"-'9 月 9 日開催 (会議は 7 日から) (於:モント1)才ール国際会議場)。

0 62 か園、 330 の自治体から 1500 人以上が参加。

0 200 名を超える行政官 (government officials ) 、 ILO など 9 つの国連機関。

0 全体会1では、 SSE と自治体との関係について 33 自治体 (主として首長)からの報告。

O 会議の目的は 5 つ (GSEF のパンフレットより)。

①ベスト・プラクテスを共有し、公共政策を共に作り、世界中の都市で SSE を発展させること。

②地方自治体と SSE との協力協同のための機会と課題を確認すること.

③国際的な連携を進め SSE の発展へと結びつけること。

④とくに、公的なステークホルダーや一般の人々、 民間セクターの闘で、 SSE の理解を進め、 地

域の発展における SSE の役割に関する認知を高めること。

⑤GSEF を強化し、使命を遂行する能力を高めること.

0 中心テーマは「地方自治体と SSE との協力協同 collaborationJ 。

o 120 に及iS\実践報告 (best social economy practices ) が 11 の working group で。

(プログラムによれば、 3 つの全体会、 5 つの workshopsession (合わせて 30 の分科会で 92

本の報告)、 刊のワーキング・グループ (竹本以上の報告)を設定) 。 日本からは「ソウル宣言の

会J の 3 報告と震災復興関連報告(プログラムから) 。

}>  設定された workshop session と work group の一覧は別紙参照。

> workshop session での報告に関するペーパーは現在公開に向けて準備中。

o C . I.T.I.E. S.の設立と世界の都市の連携の見える化 (後述)。

(2) GSEF 総会 (2016 年 9 月 9 日)

0 次期 (2018 年)GSEF はピルパオ市で開催。

0 新たに 10 のメンバーが承認された。 RIPESS、 モンプラン会議、ピルパオ市、 台中市、パマコ市

(マリ)、メキシコ市議会他。

o 2016/2018 運営委員会の新メンバーとして、 RIPESS、 モンプラン会議、 ビルパオ市が意認

(現メンバーは継続)。

0 他方で、 GSEF が RIPESS、 モンプラン会議、 International Leading Group ofthe SSE に GSEF

が加入。

(3) 日本からの参加について

o íソウル宣言の会J に参集した 32 名が出席。その他、会場でお会いした方数名。

0 日本から参加した政治家ならびに行政担当者は一人もいなかったようである。 GSEF モント
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リオール会議が、持続的なまちづくりのために地方自治体と SSEとの協力関係を築くことを主

要な目的のーっとして開催されたことから考えれば、日本の行政サイドはあまりにも無関心で

あったと言わざるを得ない.2014 年ソウル会議ではいくつかの行政から参加者がいたことに

照らせば、行政サイドに関心がなかったことの表れだと思うが、これをどのように理解すれば

いいのか.

(4) モントリ才一ル宣言

「社会的連帯経済が追い求めているのは、経済効率、社会的包摂、持続可能な開発、そしてま

ちつくりゃ経済を機能させることへの参加度を高めることを含め、これらを統合することであ

る.福間組合やコミー主二テヂピジ宗五社会飽1灘、信用組重工と、共費三社会的責笹盆風発事務

機関Iまぜ搭に社会的運筈経演を構成じている.社会的責任投資家と同様に、慈善事業セクター

もまた社会的連帯経済の発展に貢献している.要するに、社会的連帯経済とは、利益の増大を

経済活動の主たる目的もしくは唯一の目的とは考えない人々すべてを包含しているのである.

社会的連帯経済は、前進するためには、私的セクターおよび公的セクターと並んで、自らの役

割を全面的に引き受けなければならない.J (一部掻粋)

決議

2013 ソウル宣言をさらに強める定めに、私だちは以下を目指レて、私たちがまちづく

りのための作業に積極的に関与する。すなわち;

1 .現在の課題を克服し、刷新されだ参加民主主義を推し進めるうえでの社会的連帯経済の

核I~\的な役割を認めること。

2. 参加型ガパナンスの揚所(空間〉を拡大すること。

3. いかなる年齢、いかなる生まれであろうが、すべての男女を包摂する運動を築きあげる

こと。

4. 公共機関ー私的領鼠ーコミュニティ聞にパートナーシップを築き、コミュニティのニー

ズと切なる願いを満たすこと。

5. GSEF の戦略的パートナーである CITIES (社会的連帯経済に関する経験共有のための

国際センター〉を通じたものをきめ、私たちのビジョン(将来展望〉や経験、成果を共有

し、社会変革を推し進めること。

6. 若者たちを社会的連帯経済運動の未来の重要な担い手として認識し、支援すること。

2. GSEF2016 モントリオールの特徴

(1) SSE が共通語

社会的経済でもなく、連帯経済でもなく、共通語として、社会的連帯経済 Social and Solid剖ty

Economy(SSE)が使われていたことが大きな特徴である.ソウルにおいては、社会的経済が中心

的な概念であった.

2013 年、国連に機関横断的な新たな組織として社会的連帯経済タスクフ才一ス TFSSE が設置

され、 TFSSE での議論をペースに 2030 アジエンダが 2015 年 9 月の冨連総会で採択された(日

本政府ち賛成した) .2030 アジェンダでは、実行部隊の有力な担い手のひとつとして SSE が想定
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されている。 モントリオール会議には、|しO や UNRISD(国連社会開発研究所)など、TFSSE およ

び 2030 アジェンダでイ二シアティブをとったこれらの機闘が参加していることを考えれば、 SSE

に関する国際連携が進み、 GSEF がモントリオール会議で大きな国際組織になったと考えられる。

(2) SSE と行政とのパートナーシップ

330 の自治体から 200 を超える行政関係者(首長を含む)が参加し、分科会等で報告したのみ

ならず、 33 人の首長等が全体会1でそろって壇上に居並び、 各 3分でそれぞれの自治体での SSE

との連携について語った。

20 世紀の末には無限の経済成長を暗黙の前提とする福祉国家の限界に突き当たった (と考え

ている) が、都市 (地方自治体) と SSE との連携は、 この限界を超えると同時に、世界中で猛威を

振るっている新自由主義、 グ口一パリゼーシヨンへの対抗軸として機能するであろうと想定され

ている (ように思える)。

とくに格差の是正をはじめ、 都市での生活環境をどのように整備し、 まともな暮らしができるよ

うにするためには、 SSE が重要な役割を果たすのであり、他方では地域の自治体とのパートナー

シッブが求められるとの観点からの話が全体会で変わされていた。

(3) 協同組合と GSEF

土記 (2) 、 あるいは GSEF2016 モントリオールへの参加者をみても明らかであるガ\必ずしも協

同組合が中心的存在と意識されていたわけではないように思われる。

プログラム一覧を男れば、 イタリアの社会的協同組合、 モンドラゴン、アメリカ(マディソン) の労

働者協同組合、パルシステム千葉、 フィ 1 )ピンの People 's Sustainable Development Coop などか

らの報告がみられる程度で、 ほとんどが社会的企業などの SSE 組織と行政からの報告であった。

また、全体会 1 '"'-'3 (のメモ) をみても ICA からの発言はなかったと思われる。特に全体会 3 で

は、 TFSSE、 European Commission、 OECD、 ILO、 モンプラン会議、 RIPESS からの発言があった

がt， ICA からの発言はなかった (ウルグアイ総合協同組合機構代表を除く) 。

(4) 中南米およびアフリカ諸国

中南米や7フリ力の諸国からの参加者が目立っていた.舎日、これらの国々での SSE に対する

注目度が高まっていることの反映と理解できる。 ケベック州での開催でもあり、 実働部隊としての

CHANTIER の活躍などの影響もあってか、 2014 ソウルに比べ、総じて、 フランス語圏からの参加

者がかなり多くなっていた印象である。

(5) ケベック州社会的経済法

0 ケベック州政府による社会的連帯経済サミット開催 (1996 年) を契機として CHANTIER が

1999 年に設立された。その後、 2013 年にケベック州で社会的経済法が制定されている。これら

がさき回の GSEF2016 モントリオールの受け皿、 下地になっている.

p市民セクタ一政策機構『危機に立ち向かう協同組合と社会的経済ß2015 年。

0 コンコルディア大学 (モントリオール) にカール・ポラン二一研究所 (所長はマーガレット・メンデ

ル教授) が設置されているガ\ 同大学に池田さんという研究者がいる.ケベック州で展開され
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ている社会的連帯経済に(おそらく日本一)詳しい.話を聞く機会があればと思う.

3. C.I.T.I.E.S. 

CENTRE INTERNATIONAL OE TRANSFERT O'INNOVATIONS ET OE CONNAISSANCES EN 

ﾉCONOMIE SOCIALE ET SOLlOAIRE (The International Centre for Innovation and Knowledge 

Transfer on the Social and Solidarity Economy) 

GSEF の主要な成果の一つが C. I.T.I. E.S .の立ち上げ

o fC. I.T.I. E . S.は世界中に SSE が広がることを支援するものであり、そのためには、世界レベル

で知識を共有し、グッド・プラクテスの適用をはかることを推し進める.J (CITIES のパンフレット

より)

0 目的は、 advisory services、 study missions、 exchange prog悶mmes、 research projects などの

各種プログラムを GSEF メンバーに提供することを通じて、 GSEF が使命を達成できるよう援

問することにある. (News Letterから)

0 ソウル、モントリオール、モンドラゴン、ピルパ才、バルセロナ各市の関係者(市長)が(閉会式の場

で)署名し公式機関として立ち上げられた.GSEF と CITIES とは密接な連携をとるものとされ

ている.

0 世界のペスト・プラクテスを収集共有するためだけでなく、市職員を相互に派遣し学びを深める

ことち目的となっている.

o GSEF の最初の政策レヴユーに関する出版は、 Case Study 0' Seoul.英仏語で入手可(コンコル

ディ7大学、カール・ポラン二一研究所が協力).この政策レヴユーをシリーズ化する予定である

が、目的は SSE を活用して持続的なまちづくりの多犠な方法について政策サイドが参考にでき

るようにすることである.

0 これらの調査出版については、国連社会開発研究所 UNRSID (United Nations Research 

Institute for Social Oevelopment)と連携をとっている.

4. GSEF2018 ピルパオ

0 前述のように次回 GSEF は、バスク、モンドラゴンの協力の下、ピルパ才で、 2018 年に開催され

る予定.

o 2017 年秋に、ポラン二一研究所主催の会議が韓国で開催される予定.
0 日本から組織的に参加する場合の体制づくり

①事務局体制

②参加者の組織化

③政治家・行政へのアピール
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GSEF2016 モントリオール国際会議プログラム(全体会と 5 つのセッションのテーマ)

全体会 1 (2016年 9 月 7 日)・・・ Institutional and pol尚国l ∞mmitmentfor SSE 

全体会 2 (2016年 9 月 8 日) ・・・刊eSSEasa S回t句ic 1i∞1 for the Sustainable Development of Cities 

全体会 3 (2016年 9 月 9 日)・ . . HαN do we follow up on GSEF2016つ

Workshop Session 1 (9 月 7 日 13 : 30~15 : 30) 

(1)A∞ess to Financing 

① Lo伺1 Development and Financing Tools for SSE Organizations ~スペイン(バルセロナ)

o Assistant C∞rdinator， Ayuntamiento de Sabadell (Bar田lona)

o Councillor of the New E∞nomy and Central Servi田s ofthe Municipality of Sabadell (Bar詬ona 

( Financiallnclusion Mechanisms for Stakeholders ofthe Popular and Solida耐yE∞nomy~エクアドソレ

o ChiefE鳩山首veO何時r， Co巾oration nationale des fi問næspopulaires et solidaires -CONAFIPS 

( Community Currencies for Sustainable Af両国n Cities, Busine話es， Schools and Farmers ~ケニア(モンパサ)

o Pr句ram Coordinator, Grassn∞，ts E∞nomi岱 Foundation (SSE organ四tion)

④刊e Implementation of A Crowdfunding Platform By a Solid剖ty Collective ~フランス(ポアテイエ)

o Chairman, J'adopte un projet ∞m (SSEorgan四tion)

※MEDIATOR OF THE WORKSHOP (SSE ORGAN巴ATION)

President, A路∞iation Intemationale des Investisseurs dans I'Ë∞nomles∞ale 斗NAISE

~INAISE (Intemational Ass∞iation of Investors in the Social E∞nomy) is an intemational netwo欣 oforganizations 

aimed at financing SSE and environmental pr~戸cts . Created in Barælona, Spain, in 1989 at the initiative of 7 financial 

social e∞nomy organizations, INAISE has experien偲d a rapid growth linked to the development of the social and 

solida此yfinan田 movementwhich has quickly increased in number, in visibil社yand in importan偲 in most of the 

European and non-European countries. 

(2) Active and Collective TI陥nspo同ation

①E-但rTier bikes and sma社 mobility: mobility for all ~ ドイツ(ライプチヒ)

o Head of division, City of Leipzig, 0何æfor Urban Regene悶世on and Residential Development 

②刊eTrottibus: involvement of municipalities in the development of active回nspo白tion ~カナダ(ケベック)

o Active 岡市poバ α)Qrdinator， Canadian CancβrS∞iety (SSE organization) 

o President of the A山間ry ∞mmittee and city ∞uncilor， City of Victoriaville 

@Livelihα刈 W耐 dignityfor resourαトpoorwomen while providing safe & altemate 回nspo同 serviæsto women 

∞nsumers ~インド(デリ ー)

o Chief Operating offi母r， Sakha Consu悩ngWings pvt Limit凶 (Private or hybrid ente刷se)

(3) Culture, Leisure and Tou同sm

( DAFA Program: An Innovative Pa巾er功ip For the Development and Aα溺sto A Diploma of Ap甘tudes For Leisure 

Acti吋y Provide尽 〉カナダ(ケベック)

o Development Manager , Conseil québé∞is du loisir Conseil québé∞is du loisir (SSE organization) 

o Division Head -Lavallois 1-2 Municipal 0痛促 Culture ， Leisure, Sport and Lo伺1 Development Servi偲s ，

Ville de Laval (Govemment and public agencies) 

②Lα沼1 Spots for Activity: Lα::ally F∞u田d Mutlidisciplinary and Multistakeholder Activities~ポーランド(ワルシャワ)

Public Communication Center Manager , City of Wa隠aw

o Represen泊tive ， Fundacja Inicjatyw Spo恰包no Ekonomicznych (FISE) (SSE organization) 

( Intemational Collaboration For Municipal Tourism and E∞nomic Development ~ニカラグア (マタガノレノ号)

o Department Head, Small Business Care and Promotion, City of Mataga恥a ・ Federation of Canadian 

Muniαpal性ies
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(4) Dis舗，terR叙則的昔、rough Social E∞nαny: 羽、e Ca鵠 of A:s陥

①E却e相，ceof citi缶 inthe Asia釦dP制自C時間: Innovative 回lutionsfor di錨sterre∞，very );0-韓国(ソウル)

o Seαe泊ry 偽時制， CityNet Cl�NET (Intem甜α181 問加αセ)

②D陰部terr政沼崎rythro喝h high-im問ds凶alentre仰壱間U尽: めee刈期鳴nceofJa問n );0-日本(東京)

o CO-Fωnder & Managing 0陀C相 (Ms. M� Yamamoto), W剖dinToho加 (C泊zenln陶首ve)

③D闘sterRecovery through SぬalE∞nαnyPhilSEN's E湾臨ien母 〉フィリピン(ケソンシティ)

o Exec:訓ve Diredor, 0闘sterR氏:overythrough Social E，α)(lomy (C治zenlni出世ve)

④P倒・Di錨sterreα鳩rythrough 同~I ∞mmunityem似>Wem徳川s: towardss洲町，ic cl"冶噌儲〉韓国債山)

o Diredα， W，側同削除.e，内閣n CityS叩alW拘reC町ter NetworK (Ci也:enln地副時)

MODERATOR 

Mr.Bα>-W∞ Nam ， Ge時剛 seα噛ry， A:s陥館、d Pacific A1liar問。fYMCA's YMCA, Hα1Q Ko喝

Asia-Pacific A11町出 ofYMCA:s (APA"ηisana弱ωationof24 na-抑制 YMCAmovements of似刷協同制 in Asia

宙、d めe5α対， Paci官c.

(5) L句alS加cturesfor the CoUa加問勘nofS匂keholders

①胃、ePot町出l5 and Um脂 of官、e Sol尚rityC∞問問世veM剖el品AVeh削除 FαMun同開トCivil Society 

CoUa凶悶伽n );0-カナダ(ケベック)

o L，ぽホ』町 atUOAM， C∞pL鎚4凶i部 (S5Eα伊n回伽)

②Mu悩pleM師国rCat句α間 inCαnmunity Inte鴎t Com同ni偶:A Means of CoIla加問畑、 WrthL悶i白鴎mm制

》フランス

o HECMα治色alRe鵠arct槍r， AαK相niclnsぬJ伽n

③S倒alC∞問ヨtiv鴎;80時mance 釘1dColla加問ぬn Wr酌 Mun岡pal悩鵠 〉イタリ ア

O P偶t依X加ヨIRe鵠創由erat Saint-しωis Unive隠ity 但rus倒的， (Aα鴎micln副知勘n)

(6) C樋zenln地副V白

Q)L，α冶l Mobil昆副∞ For The Revi匂恥甜on Of Cαnmunity Housi時; Cαnb甜喝 H伺t 釘1d Inαeasi喝 U巾剖

Bi，伺鳩信社y );0-カナダ(モン トリ オ」ノレ)

o ParoIe d'創出Es(Ci也伺 in蜘tives)

②SocialCr国首veE倒干omybyY，ωngCαηm山地借 atηleBottom of The Pyramid to pr郁閣 In間四百ve Sol岨∞s

わrUめanl鵠t崩 〉インドネシア (バンドン)

O Chaim砲n， Bandung C悶伽eCity Fαum(BCC町 (Ci也enln耐甜V首)

O Ger鴻悶15叙鴻匂ry of BCCF, Cre甜veE，αXlomyCαnmittee， Bandung Mun凶PaI Govemmer喰

@'UPS偲aux"， ALα刻Excha喝eandC∞闘訓∞ P凶αm Betw側、 SSES凶keholders and In地副V飴W耐

P倍増veS倒a1 lmpad On胃、eTenitory );0-フラ ンス(ソウ)

0 5ωal 卸1dSolida尚yEωlOfTly City Cωncillor， Ville de Sα沼山

o Intema伽181缶四め抑制d同ctor， G剛院 SOS(SSE勾an回出n)

wαking Group 

のM回剖『国 oflmpad

(8)lntem舗0悶10匂釧坦伽ns 街、d Net附rksC∞開制∞forSSE

wα"kshop 5倍弱∞ 2 (9月 7 日 16 :αト18 :∞) 

(1) PU凶cProcurem側andS何alαa嶋崎
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①PublicPfI∞urement of Products From Farming organ回目onsof the Solidarity Economy )>-エクアド‘ル(ロノ、)

o Promotor, Movimiento de E∞nomia Social y Solidaria del Eωaor(SSE 0匂an区制on)

②S∞ally Responsible Public PnωJrement and SSE: The S印ul Experien由 〉韓国(ソウノレ)

o Dir配tor， Seoul Social E∞nomy Networ1< (SSE organization) 

( Social Clau田s: A Partnership Oppo山nityfor Public Authorities and the Social E∞nomy 

〉ベノレギー(ワロニア)

o Policy offi目r， SAW-B (SSE 0匂an回tion)

(2) Lα沼1 Services 

①Aα:ess to Quality Fo剖 for Every凶dy: Secure Str，田tFood )>-ベニン (パラコウ)

o National Din配tor， MamaCarts Benin (SSE Organization) 

~entre de la Petite En匂nce (CPE-E剖Y Childhood Center) and Munidpalities; A Profitable Partnership for the 

Community )>-カナダ(モントリオール)

o Chief Ex配叫veO何但r， Regroupement des Centr，部品 la Petite En伽偲 de la Monter，句ie(RCPEM)

o Chief Ex民ぱiveO何cer， Carrefor action munidpal et fammille (CAM円 (Govemmentand public agency) 

③A “Consαous Commer，母>> Model for S∞al Development, Environmental Conservation and Cultural Promotion 

)>-メキシコ(メキシコ・ シティ)

o Dir'配tor of Linking and Content Development, La Cuadra AC , Huerto Roma Verde (SSE Organi回目on)

Mediator of the Wor1<shop; 

TIESS (Teflritoiresn innovants en e∞nomie sociale et solidaire)，カナダ(モントリオーノレ)

The 恒ESSis a socal innovation tr担sfer and liaison agency (O:r;官幼児∞gnizedby the Minist鑽e de l'亘∞nomie，

de la Scienωet de 1'Innovation (MESI). The 官ESS bringsωgether many stakeholders in the sぬal and solidarity 

e∞nomy and regional development sectors, and research cen仕es， universities and ∞lleges. 1 t identi.fies, 

catalo伊es， clarifies and systematizes innovations tested by social e∞nomy organizations and businesses in order 

ωpromote their dis仕ibutionandadoption. It allows the transfer ofpractical姐dtheoretical knowledge ∞-

produced by practitioners and researchers, and ∞n出butβsωregionaldevelopment in Quebec. 

(3) Cultural Diversity 

①S∞ialE∞nomy At The Heart of刊e Mouvement des Centres d'Am出éAut∞htones (Native Friendship Cente隠

Movement) )>-カナダ(ケベック)

o Chief Exeωtive offi但r， Regroupement des 倍ntres d'amiti� aut∞htones du Qu饕ec (SSE organi国首on) E 0 

O Ex悶比ive Diredor, Centre d'amiti� autαオltone de La Tuque (SSE 0匂an岡山n)

②~S∞iallntercultural Ente刷鵠 Creating De偲ntJob Oppo山州esfor Migrants and Refug鵠S

Dir配tor， TE凶lnologie-Ne包wer1< Be付in e.v (SSE organization) 

MEDIATOR OF THE WORKSHOP -GOVERNMENT AND PUBLlC AGENCIES )> ドイツ(ベルリン)

Mrs. Odette Trépanier, Projed manager, Com胎 S敏文:oriel de main-d'oeuvre de I'é∞nomie sociale et de I'action 
∞mmunautaire (Montre剖)

TheCSMO・邑SAC haspos比ioned itself as a m司orpa巾erin the development of the social e∞nomyand 
employment sedor and ∞mmunity action. It st巾esto play an impo陶nt role 凶，th in the 50αale∞nomy 鵠ctorand

that of∞mmunity wor1<. The mi岱ion of the CSMO・ËSAC is to promote and ∞n50lidate dialogue and pa巾e隠hips
in order to resolve labour issues ∞mmon to businesses and agendes in the industry. It seeks to ensure the 

development of the labour force and employment on a sedoral basis through the mobilization and interョction ofthe 
main actors involved, through increased understanding of the labour ma欣.et and by establishing lifelong leaming 
and action strat，句ies .

(4)Partidpative Forms of Govemment 

( ITransforming A Dese同 IntoA Prosperous City Thanks To Pa凶αpative Planning )>ベノレー (リ マ)
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O D同dor， ed Peruana de Comercio J嶋toyCαlsumoÉ欲:0(SSE 0喝a湿a伽n)

告洛回urss凶aI政mαw僧V的似糊せ凶S剖∞仰blio伊村ate 同市鳴酬ps ，..韓国 (ソ ウル)

o Di時dorof仇eS倒alE∞nomy Division, S倒JIM曲。凶陶nGovemment Govemment and 仰blic勾鎖市鶴

@=>ar世cipatory goveman偲，儲ta凶訓nga 醐atiαlshipof加stafter an auめα加問nregime

》チュニジア(ラ ・マルサ)

o Commun悶tionsrna閉伊r， Mun凶凶胎 de La Mar羽(Govemm例and public ager羽es)

④刊eE∞nomicCα耐or: A Social E∞nomy Tc∞I For Govemance and Par制問tαyDecision Maki喝 〉マ リ

o Diredor of the Cellule DEL, Associ拙)I'l d民Mun回開Ji臨 du Mali 但SEO匂an包舗伺)

(5)SSE Financing in Ql后b民

①TheE刈>e時n偲 oflnv白世話ementQuébEぉ

o Senior Manager of Cα>perヨ伽弱省、dotherSωalEαmαnyBusir溺S槌，

Jnve甜S時mentQué国c(Govemn鳴ntand public 筏戸百倍)

②判官eEvofution of the S何al E∞附nyEα湾問惨minQ時出C

o PrO傷部orand Ref抱創世1eratめe 陶r1 PoIanyi 10甜知te ・ Cαχ副司阻 Univer説ty， CAP Finance, Ie Ré鵠aude 抱

命四倍剖幽i陪説『宙開渇ibIe (SSE勾an回胎n)

母子町nld伺sto Ac:tion: The Rnancial TooIs of the Chan出rdel'Éω1Omie S<湖恰

o Chief Exe<淵veO係閣~Fidu僧 duChar加rdel'E倒閣lieSωaIe (SSE organ国蜘)

@The P邸側、。fPωpleTI沼tGive Me釦i時 toMαw

O F∞nd副∞ Ch氾f~叡訓veO儒α!r， O哨Is∞JIedi事sCSN(l:渇Eorg釦izaぬn)

⑤The Fα泌sdesolid街地 FTQ:C闇tor Of Pr時間的

o Chief Exぽ鴻時 O傾倒~ Fonds immobilier de soIidarit� FTQ (SSEα9釦国伽n)

開DeveJoping Regional Eα)s戸temsin Fa糊Jf of世、eSSE

一 ①π1e Acti四ition ofLα::aICαnmun治槌めのughlnn例甜on; Stopping the P句)lJ凶∞民di間a可d Revi組員zingthe

Cultu隠 〉韓国 (ソ ウノレ)

o Man勾i時 Diredor， iCOOP KOREA (SSE 0喝an包舗∞)

~Ca舘 ofR回出ndSu翻inab除 E∞nomic Devel叩時批判、eMondrag∞Cω間信伽eCα開倒伽n

〉スペイン(モンドラゴン)

o Intem甜αlaI P叫edMan笥阿~ LKSS. C∞p.- Cor抑制加 MONDRAGON (SSEα卵、izati∞)

@氾ommunityWI創世1 印刷咽 In Cleveland Thro喝h Ar凶101" Insti加畑、s Purd1asi喝And C∞聞説ve Dev駒開制

》アメ リ カ (ク リ ーブランド)

o Di陪dorofE，αmαnicD剖'eIOPrT四1t， City ofC除制and(G例町、n裕ntand 似』制ic縄問噌槌}

o Dir政相ofS問偏IP噂ds&おniorAdvisor to the P陪蜘1t， D師何潔方COI凶期盲目ve(SS町

wαlOng Group 

(7)FemaI令Ma陰 Eq:咽批y， an Es臨髄JCα下d蜘n伽SSE也淵叩m倒

(8)H匂胎rEdu倍加nand Regiα閣 D創掛叩打惨nt

Activity (9月8日 17 : ∞-19 : ∞) 

(9)郎propr抱勘nand anirnation of仰blics阿部

wα'ksh叩 S倍樹、 3 (9月8810 :∞-12 :∞) 

(1)1l吋10回i 釦p阿tfor Entrepr窃取』帥ip

d氾en鈴rfor Entr部憎neursofめeSぬaI E，α>nOITlyof廿下e Cityof Sar租 Fe.AS阿倍 to C<:トMar冶伊 R刷ic PoI回債.

〉アfレゼンチン(サンタフェ)

o Pro協sorand R儲創設期~U同時隠泌剖 N以抑制deI Lit，αヨJ (AI国侮打首cJnstitution) 

4/10 



O C∞rdinator of Center for SOOal E∞nomy Entrepreneurs, Gobiemo de la Ciudad de Santa Fe 

(Govemment and public agency) 

②し'Atelier， A Resource Centre for the Development and the Creation of SSE Enterprises )i;>-フランス (パリ)

o Director, L'Atelier -Centre de ressour，偲s rl句ional de I'馗onomie soαale et solidaire (SSE organization) 

~ross-Sector Collaboration to Support Development ofWorl<er Cooperatives )i;>-アメリカ (マデ、イソン)

o Member at Union Cab of Madison, worl<erα:>ope悶.tive ; Union Cab Repre記ntativeto MadWorC, MadWorC, 

Union Cab of Madison Cooperョtive (SSE organization) 

(2)SOOal Inclusion and A∞essibility 

( Poverty and Demographic Transitions: Public Collaborョtion as a Catalyst for SOOal E∞nomy Initiatives 

〉アメリカ (レディング)

o Co-owner, Barrio刈eg悶 (Private and hybrid en恰刷日)

( Reinforcing Women's E∞nomic Power Through The Development of Lo但1 SSE: Training, Financing, 

Participation )i;>-マ リ(パマコ)

o Chainnan, RESEAU NATIONAL 0・APPUIA LA PROMOTION DE L'ECONOMIE SOCIALE ET SOLlDAIRE 

DU MALI (SSE) 

O A部is匂nt National Director of SOOal Protection and Solidarity E∞nomy， Gouvemement du Mali (Govemment 

and public agency) 

( Stimulation ofWα1< Intl句ration S∞al Ente刷民s(WISES) and Com凶伐ing SOOal Exclusion at the 以ヨヨ1 Level 

〉オランダ(アムステルダ‘ム)

o Director, De Omslag (SSE organization) 

o Post-d∞ re鵠archer， Interdisαpl inarySoαalSαen偲S， Utfi民ht University (A伺demicInstitution) 

(3) Re∞gnizing Infonnal E∞nomy 

ctc∞pe叫on Between A Muniαpality and A C∞perative of Junk Collecto尽: Waste Management and Support For 

Vulnerable Groups )i;>-スペイン(バルセロナ)

o Coordinator, Cooperョtiva Lab∞op， SCCL (SSE organization) 

o Chief of Operations, Other E∞nomi酋， Ayuntamiento de Barcelona (Govemment and public agency) 

告スNomen In 刊e Infonnal E∞nomyand Lα::al Govemance: the Power of S匂nding On Your own Two Feet 
)i;>-パキスタン (ラホール)

O Ex民凶ve Director, HomeNet Pakistan (SSE organ四tion)

( Participative Environmental Management, Recycling and S∞iallnclusion )i;>-ベノト (リ マ)

o Coordinator of Proﾘuctive Municipal比ies : Commission of Solidarity E∞nomy and Tourism, MUNIRED 

PERU、 Asociación de Municipalidades en Red del Pe凶 (MUNIREDPERU) (SSE organization) 

(4)U巾an Transformation: Revitalization and Centr稲田tion

CDSanto ﾁngel por dentro, A Comprehensive Developmen Pr，勾悶m )i;>-キューパ(ハパナ)

o SOOol勾ist， Oficina del Historiador de La Habana (Govemment and public agencies) 

o Founder and Di問tor， proyecto Comun制oA巾∞巾 (SSE organization) 

②ITechnopδle Angus: A Urban Revitalization Prq炉ct Pilot剖 ByaSOOal E∞nomy Ente刷鵠 〉モントリオール

o Chairman and Chief Exe∞tiveO筒偲r， Soci騁� de dévelop問mentAngus (SSE organ四tion)

o General Director, Gyeonggi Dda加k Community Support Center (Govemment and public agencies) 

MEDIATOR OF THE WORKSHOP -SSE ORGAN巴ATION

The Dem∞racy Collaborative, Un社ed States (Washington, D.C.) 

Mr. Steve Dubb, Din配torof Special Projects and Senior Advisor to the President 

The Demα-;racy Collaborativ令ーもa提d in Cleveland, Ohio and Washington, 0ι-worl<s to build ∞mmunitywea肋 and
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国rryout a vision of a new ec湖町lics'戸1emw憎陪針湯舟dα解除尽hipand α:>ntrOI α閣鳩町制恵問U陶ble Ol加賀市S，

fos北関 e倒勾i剖 sus凶間以Iity， and promo協和u脂hi喝倒n何百世cand∞mmunityl悔. Our m隙間is 10 国凶yze何

回附formation ofωr鉱:onom弘凶i対側nmunityw回lthandα閣1ea 間xtsy域開 anchor凶 in 出向α訓cαNne帥ip

and based on bn伺deni時 owne附ipand s柏崎同副ipover・恒例tal; dem何百cyatめewo郎防偲;抱凶凶喝倒nmunity

andemphas凶ng 脳謝防; equ拍bIeand inclusive growth, ar、denvi悶lmer制，8<刻al， and in甜tUtiOnaI sω凶nability. 。時r

the past 15 y'白隠， めe Col焔加rative hasα)f1c1ucted a wide range of隠鵠arch; provi侮dadvi釦ry SÆ.別協:IS10 city 

govemments，∞mmunity found甜onsand anchor insti加勘ns; engagedin制φ加ilding acti噸estoe湾)8nd ぜ鳴

α:xnmunity wea附1 movernent; and 剖P仰は凶η1eNe:浴 S狩t聞1 Pr司倒， wh・附 seeks10 deVeIOP剖 altem舗ve 叫弱α1to 

the ec:onomic forces t伺ringapa同 u .S.倒nmun地借.

(めSSEPu枇Officer Net削除

①η1e E湾海時nceof世1e Ne臥.ur1<: of Sol同arity E∞nomyPu凶ic PoIicy Manage隠 〉ブラジル

OR凶edeG笛torちsde PoIitic部内bl悶sdeEα)I'l()m陥 SOI尚問、 (Govemn閣1t and 臥刷ぉa伊百倍)

P間制tu悶 Munidpal de Joinvil除ISC

ØA. Netwcコr1< of MultトLevelLαョョIA崎、。耐偶 E噌a伊d In the Support FαtheS凶aJand SOI凶arity E倒1OO1yThrough 

民削除 PoIicy >>-フランス

o Chairman, R伝記audes ∞胎ctivi臨t聞蜘'iaIeSpour u憎 économie 叙お泡leet釦陥ire-R丁目

(Governn糊吠 andpt刷ic勾倒閣制

③行、e Drive from Civil S倒的 For The Cr閣伽OfANet附xof Municipal治時 For The Sα涌IE倒lOmy

>>-スペイン (カタ/いーニャ)

O Coq湖沼世ve， Sα涌la叫SoIida而yE，悶悶nyCαnm邸ioner，内un凶裕ntde Bar昭防la (Govemment and 

似』以ic勾encies)

O Repre詩情説ve， xar溜d'EαX'lOmia SOI尚r泊 deC翻lunya (~渇EO匂anization)

信治 Networ1<: of L，α謝Governn剛15伽S伺aJ ar下d SolidarityEαlI'lOmyC叫湖沼百時 for SSE-ReIat剖 L処声抱伽n

〉緯園(ソウル)

o Mayor， Sぽ泌aemunD闘拡結叙均甜α， ofKore加しα謝Go嶋mmen15伽S伺alEωlOmY卸1dSoIidarity 

(GoVE封W鴨川筒、d 似刷ic勾制百倍)

⑤The S戸temic Struc鬼川噌 ofSSEsfor8α涌Ilnclusion and C似期制DelJl駒pment: RELESS' 川畑xTo Su防ぬrt

CoIIective Er晦巾市es in Gameroon >>-カメノいーン(ヤウンデ)

O C∞叫inator， Pa附祖踊t Frar鴎 etAfr拘嶋 pourle Co d卸eIOPPement伊FAC) (SSEα明n回胸、)

o Mayo, City of N伊m剖zap (C泊糊nm倒 and 仰刷ica伊ncy)

(6)Dev的問ent PoIici民めのughSSE

迂洛何回∞nα刈c Ti間活forma断1刊陥勾h The C悶勘n OfA Neigh凶』巾αxl SoI同訓yE∞棚nyNet削除

)>>スペイン(バルセロナ)

O P叫ectli叡知同制 ofC∞問問伽'e， 8何al and SoIidarity E∞nom弘刈un泊m例de 加国防'Ia(Govemment 

g刈仰酬に勾制。es)

O C∞問問tor， La Ciu也t Invisiωe8CCL(SSEαヨ釦凶伽n)

告活tateof Bat砲、 Public PoIicy伽伽S何aJand SoIidarity E∞nomy )>>プラジノレ(サfレパドーノレ)

O C∞rdine成α'， Su阿intend樹脂 de 叙湖lOfllia soIida間 das何事陰間 do同凶ho， emprego，除制ae民間te

・GoVE知事ode Bah阻(Go時mn鳴門tand public勾enci偶)

③The Man恥回 S倒al 白梅市鴎S岡崎y: 臥嗣i喝 U凶laD民adE止αlQ Expe憎nceofPu恥内閣』附槍ntTo

R剖U偲 Pα向島rty and Ir間目提 Emが旬開nt )>>カナダ(マニ トパ州)

0 8何al Enterpri舘 Policy& Pr珂ram Co-ord問tor， car冶d抱nCαnm凶ityE倒閣nicD例制叩rT削t NetWOrK 

-Manito回 (88Eαgar也胡∞)

wα'king Group 

(7)P回伽可i喝 SSEin陶 Un陥dNa加1820おA炉、da
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(8)U巾an-Rural Relationships 

Activity 

(9)Dis∞vering and Disωssing the Integ悶ltion of Sustainable Development Operationalization Tc∞Is 

Wor1<shop 缶詰ion 4 (9月 8日 14 : ∞-16 : ∞) 

(1)Lαコal Purchasing 

①Sup仰は ForShort Supply Chains of Agn関∞|勾i回1 Products In The Public S阿倍s Of刊e City )i>-エクアドノレ

o Coordinator, Red de E∞nomía Solidaria (SSE organization) 

②Self-su冊αency Sphere In Solidarity wi耐 Lα沼1 Govemment and Civil S仰向一aLα沼I P悶d偲 ofthe Okitama 

Region Prefl回ure in the Yamagata )i>-日本(山形)

o Mr. Tsutomu Wa凶na回， Repre鵠ntative， Okitama Self-su何ciency Promotion Organization / Ass∞ation of 

S印ulD配Jaration Japan (ASDJ) (Citizen initiatives) 

告氾reating ColI配tives of Fo吋-SellingWomen In the Ma欣.ets of the ToWl1 of 附ouékanmè )i>-ベニン(ボヒコン)

o General dir，配tor， Groupe B駭inois d'E∞nomieSωale et Solidaire (GBESS) (SSE organization) 

MEDIATOR OF THE WORKSHOP -CITIZEN INITIATIVES 

Ms. Judith 刷出man， President • • • Urgenci Intemational Community Supp侃凶 Networ1<

Urgenci is the global Community Supported Agri印刷re (CSA) networ1< and repre碍nts approximately 1.5 million 

pn剖U岱隠 and ∞nsume隠 atgloballevel. Community Supported AgriωJture has 2 pilla陪: f，∞d sovereignty and 

solidarity e∞nomy. Lα::al Govemments are involved in detennining land use: to ensure the preservation of u巾anand

peri-u巾an space to grow fl∞d and build sustainable 以刻 f∞d policy. CSA al叩 enables social incJusion by ensuring the 

excJuded have aα溺sto h回附yfresh 10伺I fI∞d. Solidarity e∞nomy匂kes the fonn of sharing the risks and the 出nefits

of the harvest. The direct ∞ntact betw関n pr吋U白隠 and ∞nsumers， helps build social ∞hesion. This sup閃巾 CSAas

a gras釘∞ts empower，剖 social movement that make po鈎ble 凶廿1 以::alfl∞d sovereignty and 釦lida均 e∞nomy.

(2)Natu剖 Resources

(ﾎ)AgricuJtural Land Protection and Lα::a l Food Soαal Ente刷舘:Tc民hnology and the Collaborョtive E∞nomy 

)i>-カナダダ‘ (オンタリオ州州、'1

o Program Ma加n問1冶a勾ge眠r， G町re鵠en巾be副Jt Fund (ρGoωvemmen川tand public氾ca勾ge制ncie倒s司) 

o Founder and President, E昨日honomi岱 Inc. ， (Private or hybrid enterprise) 

( Vaste To Best : R民ycJed Mate巾Is to Pr凶U偲 Clothes )i>-エチオピア (アジスアベパ)

o Founder and Director, Social Micro ente巾巾e/Serdo Handmade Shoe Manu匂cturing ， (Private and hybrid 

ente巾同記)

@氾ERES: A Long-Tenn Colla凶副on Bet時en a SSE Environmental Organisation and Lαョal Govemment For A 

Sustainable Future 吋~ストラリア (メノレボノレン)

o Chief ExeαlÌive 0伺cer， CERES Inc (SSE organization) 

o Unit Manager, Moreland City Council (Govemment and public agency) 

(3)Mar1<eting and Commercialization 

G)Projet SOL for S∞ally Responsible Food Servi偲 and Socio-Professional Int，句胡on

)i>-ケベック(モントリオーノレ)

o Exeα止ive chef, Projet SOL (SSE organization) 

@削dging S∞al Capital: Cross-sectoral Pa巾ership in the Hong Kong Social Ente刷seS回or

〉香港

o Business Director (Policy Re担ar，凶 andAdv∞acy) ， The Hong Kong Council of Social Servi岱

(Govemment and public agencies) 
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@t\ cityin 加ir回de )>-ブラジノレ(リオデジャネイロ)

0 501同artty E∞nomyand Fair TI悶deM釦笥;Jer， sea瑚隔 E鍔湯cial de D借関volvimento E，αm命nico

SOI尚同0 ・ P問削知radaC同制edo R卲 de Jar閣ro ((詞V宙開ner花街、d public勾enci偶)

Moderator; 

Di陪dαofRe鵠arch， Developmerせ釘1d Cα'I1mun悶跡、s， Ca除鵠 d・叙mαnie釦1対aire (SSE ORGANlZAT10問

)>-ケベック(モントリオ」ノレ)

0 刊e Cai弱ed'é∞nα市鉛lidaire is胸凶1k for倒惨ctiveIy-c柵倒防抑制:!S， social lT沼崎市借and

d也朋S∞n信m剖 a加uta 双矧al and 制御前abIeぽ:onomy in Que民国~.

(4)Sh剖ng Infom羽伽n

(jX)凶erv託αyOf而 S倒。Eα均i伺I Tran剥α1 );砂フランス(ブザンソン)

O Ccトin蜘卸A山間r， S∞pA∞kima-MSHE (Maison 供出s scienc尉 derHαnmeetder白川町、時m例)

(SSEo喝an図画∞)

篭洛倒allnnωators' lntegration Lab (SIIL) )>-ケベック(モントリオ」ル)

O P備制α1αヨ1 Fellow, McGiII Unive尽ity 仏αωemic Insti知伽n)

Mo侮fヨtα

o Pr司回Mar四戸・Comm間同断1andCα稲川ty， Cα柑té 録制限耐侮 main-d'o剖vredelな四10fTlieSC口鶴

et出版制可制nmuna~細re(GOVERNMENTANDPUBUCAGENC~ ケベック (モントリ オ」ル)

(5同zeand Lev.凶 ofL，α沼I Govemmr閣rt: lm開制∞ COI陥民間加古閉め卸 SSE

任湾同pi時 theS回句ic日間制loftt砲しt糊院副 αtyR句ionSα泊IE，αmαny )>-.イ ギリ ス (リパプー/レ)

o Co-Dir政指rofH備制也事eln甜加tefor Pu凶cPoIicyar咽 Practi偲， Un間隠ityofU糊玖剖 (Aα刻聞記

105臥必α1)

O Ma開ヨIL鋭:td forS伺al &Cαnmunity印加附e/C憎f Exec:訓ve， Sα涌I Er晦rpr裕eNetwork (SSE 

αgan包舗α1)

②n、eCityofA陶nsLα刻 S悩句JYonS何a1 lnnov;説α1 館、d Entreprer削隠hip )>-ギリシア(アテネ)

O As叙悶a匂 pro毎弱C町 ofSα泊I Securtty Law, Tt帥町向yUniversity of油精隔 (A剖emic同臨蜘1)

③T例制凶Go糊nance Of育、e SSE: Informa勘n， Par制問伽n and Ttα指To&刷悶tPr明ct~期3

》モロッコ (タンジール)

O R句ionTanger-Tetα.aan-AI Hα謝ma (Govemmer社衛予d 仰blic 処:je同提s)

告活oIidarity E∞附nyAs凶伺J De湖叩n潮市tS岡崎JYln TheMun回開肱yof s縊 PauIo 

》ブラジル(サンパウロ)

O A話is匂ntおα噛ryof旬開店鴨川 ofLabor and De'四Iopment， secr瑚幅 do De開wolvimento Tra凶lhoe

Ernpr鴨岡鉱iorisrno ・ P僧俗泳』陥僧 S卸 Paulo (C詰ov，開1mer北 and 臥削除勾enci舗)

0 制泌artty E倒閣nyC倒司i闇tor， cer制deCαlP9f8伽田 y Empr田asde Sol蜘f幅制 UNISOLBrasil (SSE 

α伊n回蜘)

(6)Tec:ホnOI勾Yat tt1e service of Cαnmuni臨$

( The First Ivori釦 Fab 凶bar下dspace For Free 0匂抱IF翻回世α1andU提 ofFr田釦魚崎re

o CC>-Fωnder & Chairman, B油Iy Lab (SSE organ回伽n)

告氾向erMain柿田mi噌 sus匂inable ProdlJ(お fromC∞阿ヨ伽鶴 and Commun治回: A ト'iandho制ing 勤ヨt時JY

fc宵 Pωpぬ， 円anet， Prospe戊yandPeac;e )>-フィリピン(ケソン)

o ChiefE鴻α必veO備母r， F叙相補α1of PeopIe's &胤湖沼以eD制叫期間ntGα)J)eI'胡嶋s (FPSDC) (SS町

o Chaimlan, cooj:泥沼世ve De噸0似市ntAutt1αity (CDA)，円、ilippi憎Go嶋m鴨川 (Gα/efT1鴨川釘刈同blic

勾倒閣情)
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Working Group 

(7)Young Entrepreneurs and SSE 

(8)Oe官ning and Quantifying the SSE 

Workshop Session 5 (9月 8日 16 : 30-18 : 30) 

(1) Innovative Pa伶lershipw肋 the Private Sector 

Ci:Collaboration Between Small & Medium Sized Enterprises and the Labor Unions in the Construction 

Busine路 〉日本(大阪)

O M仁 Yukinobu Masuda, Managing Oir，配tor， A碍∞iation of Seoul Oeclaration Japan (ASOJ) (C出zen

in悩ative) CCH)perative Federヨtion for Liquid Concrete Making and Delivery Kinki Region (Social and 

solida向 e∞nomy organization) 

@La Laiterie de l'Outaouais, A Private/Social E∞nomy Hybrid Model At刊e Servi偲 ofA Flagship Project In 

The Region )i>ケベック(ガティノー)

o Chief Executive 0何回r， Coop�rative de O騅eloppement R句ional (COR) de l 'Outaouais-Laurer可tides (SSE 

organization) 

~ntegi Batuak, A Soαal Busine路 Transforming Market and Company Needs Into Opportunities For P回ple

W肋 Di詞bilities In Bilbao )i>スペイン(ロイ ウ)

o Chief Executive 0何cer， LANTEGI BATUAK Fundazioa Organizaαóndelae∞nomía social 

。)The Commons 

( iThe 11∞1 Library; beyond E除ctronic Media )i>カナダ(トロント)

o Board Member -Ex民凶ve 印rector at Institute for the Public Life of M and Ideas (IPLAI), McGill 

University, Toronto Tool Library and Sharing Oepot (SSE organ四ltion)

cg:cO・Bologna I The CO・City; Commoning as a Cross-Cutting Methodology to Run a City 

〉イタリア(ボローニャ ー ローマ)

o Profe路orof Public Law, Oirector of the CO-Bologna project, Co-Oirector of LUISS LabGov, City of Bologna 

and LUISS LabGov (Govemment and public agencies) 

③刊e Grainothèque, A Seed And Agri∞Itural Products Library Af同伺 〉コー トジボアーノレ(アイボリ ーコース ト)

o Program Co-founder and 0而偲r-In・Charge ， A切halo (SSE organi泊tion)

(3) SSE and Social Servi偲S

( Mutual Heatth Services: A System that En∞u悶ges The Cons加ction ofHea肋yCommuni甘es

)i>アノレゼンチン(ブエノ スアイレス)

O H伺仕hAdministrョtive Manager, Asociaαón Mutual de Proteωón Familiar-AMPF (SSE organ四tion)

②八/ater Pu而但tion for Women & Youth Empowerment and for the P剛ention ofOis回ses

》シエラレオネ (Koidu City) 

o Koidu New Sembehun City Council, Govemment and public agencies 
@>Five Ca鵠Sof Collaboration Between a Consumer Coo問rativeand a Lα刻 GovemmentFor The Creation of 

L∞al Welfare Businesses );>- 日本 (千葉)

o Mr. Kenzo Taira, Representative, Association of S回ulOeclarョ.tion Japan (ASOJ) (Citizen initiatives), 

Paトsystem ∞nsumerα>operative in Chiba Prefecture (SSE organization) 

(4) Housing 

Ci:Community Housing And 丁駅オ101伺1 Resourl偲5 Groups, A Social E∞nomy Model At The Heart of The 

Sustainable Oevelopmen of C凶es， );>-ケベック(モントリオーノレ)

O A田ociation d白 groupesde reSSOUfi母5techniques du Qu饕ec (SSE organi泊tion)

o Chairman, City of Montreal (Go四mmentand PublicAgency) 

制ortgageArrears and how to Avoid Lo話 ofHousing whilst Impoving its Energy E冊ciency
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，...アイルランド(コーク)

O S倒糊ry， Car加ry胤尉ngAs鉱閉伽し.td . (SSE明訓m刷、}

@沢e∞開制ng 臥Jblicspa<溺 forq岨lity hoω-喝 thro喝hαP関ra首V飴 』エクアドノレ(キ ト)

O Vi僧 P陪sident， C∞阿古伽'adeVIV問1daA1ianza SOI同aria (SSE 0匂an回伽n)

(5)ηleRo恰 of Cu加問 inthe Revitaliz甜onof Neigh胤Jrhc凶s

(ﾎWor1<space env附lInents that 剖pporta尚ぬ'但reersand剖dvalueto伽ir∞mmuni依~

o Chief Exec訓veO儒母r， BαNarts (SSEα3創出掛開)

笹川aki咽叩a偲伽αち甜吋y 街、d transforming倒nmuni首民 ，...カナダ(トロント)

O Vi間 P間組側andCr国tive PIa僧making Lab Director, Arts伺開 (SSEo匂an回伽)

@6. Mu刷i剖pl加ary CoI恰ctive ThatO明niz，倍加d Dev的psSp鉱溺 to凶e， C陀ateAJ刈民M如p Sha~剖

Adivities ，...フランス(パリ)

o R，相田敏晦腕， CoI槍difCuπy \J包糊t(SSEαganization)

MED仇J"OROF THE WORKSHOP 

Mr. GiII飴 R釦aud， 印刷Execu甘veO儒信r， Atelil関α句協Mα市制 (ケベック ・モントリオーノレ)

川晦創出tsα賀市ibutestrongly to狗 deVE誠事nentdyr沼mぬmof世活CitiE出satthe 10伺l 街、dm・間制α::al

(n句h加市α泌s) s伺le， their pr宙enæis 附田鋭、gly糊ak明剖， 問恥血rlyin倫明鵠 ofur回n制e時lopm例

。間百伽ns.H開母胎will旬間部ofmanyci出5， among them Mo巾国1， to 匂keonめ缶ed沼知事$街、dto制 in

α>nerete t，開鴨川側erto ensure penna帽lta恥叫abIe α回tion spa<溺. 羽市e 閥抗d国防-.ge of倫制vitySE場開n臨

∞nducti時制凶均倍胸'lSW耐1何 di伽窃lt levels of the 凶凶ic剖min闘訓∞舗well ~お W惟1 世、epriva旬以誠orin制erto

g凶rant鵠Iong-term問l 備制ep吋似指伽針路仰凶に.刊us， thev副onand旬以J8Ír鴎srr凶elsofA制目指α制f

Montr担l ， a ぽ>n-profit 時al e:道成.ede時b問r， givepr回ityto pl刷icll阿vate 岡市閣訓防省1d ad鵬ぬity ofl瓜倍加 orderto

im同ement 甜\Jduring 隠ale説atepr司aおわr版活I deveIoJ初期II TheTcαw首:0 and London e:湾瑚期限出swill aIIOW to 

対閣reめemαお15 街、dt，∞Is develop剖 in otheruめ釦倒晦減s.

(6) The C社yWeSE蛾

d治GIobaI PIattOrm街、dA Shar剖A卵、dafor CiviI S倒的'， Sωal Mov町商ltsand 間無期首Le時Is of

Govemm町市 』メキシコ (メ キ、ンコ)

o HICR叩re鵠円凶ve， 1\俗m回rof仰向ghtto the City 問a酌nn， Ha以旬t In飴ma伽nalC伺i蜘n (HIC) 

(SS匂

Ølñe F耐 Munici問lityofCαnmonGαxi ，...スペイン(ミランダ ・ デ ・ アザン)

O Eω1αnyandC肱伺 Par制問削1 恥隣町Mayorand City, CαJr閣恥r， Ayun匂m間前odeMirar由侮A泊n

(Gov，師、menta岡山凶C勾ency)

川畑1<ing GroUp 

のOpenTcぽホ~旅路街、dα掛eslFablab

(8) Circu陥rEαmαnyar下d 廿leSSE

(9) SSEand E∞nomic Develo阿南lt of Francophonie in theAmericas 

Ne'納町1<ing Even同 (9月8日 19:∞~湾暖)
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